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(57)【要約】
　回転ローラと、ホルダ（６）から回転ローラの表面上
の接線方向接触ポイントまで曲率減少曲線として延在す
る弾性密封ドクターブレード（２）を備えるインク室と
を有する印刷ユニット。密封ドクターブレードとインク
室との間を密封するため、パッキンは曲率に追従してい
る。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転ローラと、接触エリア（２２）において前記回転ローラ（１８）の表面との接触状
態にある密封ドクターブレード（２）を備えるインク室とを有して、前記密封ドクターブ
レードがホルダ（１６）に固着されるとともに、前記ホルダと前記接触エリアとの間で曲
線に弾性変形される、印刷ユニットにおいて、前記回転ローラ上の前記接触エリアよりも
前記ホルダの方で大きい曲率を前記曲線が有することを特徴とする印刷ユニット。
【請求項２】
　前記ホルダ（１６）に隣接する第１半分（１３'）と前記回転ローラ（１８）に隣接す
る第２半分（１４’）とを前記曲線が有し、前記第１半分において前記曲率が最大である
、請求項１に記載の印刷ユニット。
【請求項３】
　前記曲線の前記曲率が前記ホルダ（１６）から前記接触エリア（２２）まで減少する、
請求項１に記載の印刷ユニット。
【請求項４】
　前記曲線の前記曲率が前記ホルダ（１６）から前記接触エリア（２２）までほぼ均一に
減少する、請求項１に記載の印刷ユニット。
【請求項５】
　前記接触エリア（２２）における前記回転ローラ（１８）の前記接線（２５）に対して
２０と３５度の間の鋭角（ｗ）で配置されたホルダに前記密封ドクターブレード（２）が
固定される、請求項１に記載の印刷ユニット。
【請求項６】
　前記接触エリア（２２）の前記密封ドクターブレード（２）が前記回転ローラ（１８）
の接線に対して０と５度の間の角度で配置される、請求項１～５いずれかに記載の印刷ユ
ニット。
【請求項７】
　前記密封ドクターブレード（２）が０．０４と１５ｍｍの間の厚さを有し、前記ホルダ
（１６）から前記接触エリア（２２）まで２５ｍｍと５０ｍｍの間の距離にわたって曲線
を描く、請求項１～７いずれかに記載の印刷ユニット。
【請求項８】
　前記密封ドクターブレード（２）の前記ホルダが、インク室に設けられたレール機構（
１６）であって、前記ドクターブレード（２）の前記密封曲線と前記室底面（３Ａ）との
間の密封のためにパッキン（４）が設けられ、前記回転ローラ（１８）と接触するための
曲線状中央部（１０）と、前記ホルダから前記接触エリアまで前記密封ドクターブレード
を支持するための前記中央部と連続したリップ（９"）とを前記パッキン（４）が有し、
前記密封ドクターブレードの曲線に追従するための曲線が前記リップに形成され、前記回
転ローラ上の前記接触エリアよりも前記ホルダの方で大きい曲率を前記曲線が有する、請
求項１～７のいずれかに記載の印刷ユニット。
【請求項９】
　前記室（３）の前記底面（３Ａ）での密封配置のための弾性ソケット（２６）と、前記
回転ローラと接触するための前記ソケット上の曲線状中央部（１０）とを前記パッキン（
４）が有し、前記中央部と連続して、前記ホルダ（６）から前記接触エリアまで前記曲線
状密封ドクターブレード（２）を支持するためのエラストマリップ（９”）が設けられ、
前記中央部から離間する方向に増加する曲率を持つ曲線が前記リップに形成されることを
特徴とする、請求項８に記載の印刷ユニットでの使用のためのパッキン。
【請求項１０】
　前記リップ（９"）の前記曲率が前記中央部（１０）から均一に増加する、請求項９に
記載のパッキン。
【請求項１１】
　前記ホルダ（１６）と隣接する第１半分（１３）と前記中央部（１０）と連続する第２
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半分（１４）とを備える曲線を前記パッキンの前記リップ（９’）が有し、前記第１半分
において前記曲率が最大である、請求項９に記載のパッキン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回転ローラと、接触エリアにおいて回転ローラの表面との接触状態にある密
封ドクターブレードを備えるインク室とから成る印刷ユニットに関し、密封ドクターブレ
ードはホルダに固定されて、ホルダと接触エリアとの間で曲線状に弾性変形される。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、図１に描かれたドクターブレード装置が開示されている。この装置は
、室３の中のインクと接触するスクリーンローラ（不図示）を備える印刷ユニットのため
のインクを作業中に収容する、底面３Ａと側面３Ｂおよび３Ｃとを備えるＵ字形ドクター
ブレード室３を有する室バーを含む。スクリーンローラに対する密封機能を有するレール
５，６により、２本のドクターブレード１，２が室３にクランプされ、その表面は室３の
中のインクと接触している。インクは、通路８を介して室３へ案内される。室３の各小室
に１本ずつ２本の通路８が示されており、室の内側のパッキン４と室の端部のパッキン４
とを境界とすることにより小室が設けられている。パッキン４は、スクリーンローラと当
接するため凹形４Ａを有する。
【０００３】
　特許文献２からのコピーである図２には、このタイプのパッキンが再び示されている。
このパッキンは、密封強化用にスクリーンローラと当接するための硬質材料製のレール７
を備える中央部１０を有する。ドクターブレードはさらに、いくつかの直線状エラストマ
リップ９によっても支持されている。これらのエラストマリップ９は従来、概ね直線状で
、スクリーンローラに対するドクターブレードの接触角度にほぼ対応する角度を持つ。
【０００４】
　図１に描かれた２本のドクターブレード１，２は、異なる機能を有する。第１ドクター
ブレード１はローラの回転方向と反対を向いたエッジを有し、回転中に余分なインクをロ
ーラから削り取る正方向ドクターブレードまたは能動的ドクターブレードと呼ばれ、室２
を通過したローラ上のスクリーンにはインクが充填されている。回転方向と同じ方向を向
いたエッジを有する第２ドクターブレード２は、インクが室３から漏出しないように密封
するという主な機能を有する受動的ドクターブレードまたは密封ドクターブレードと呼ば
れる。
【０００５】
　１２０ｍ／分以上、または２００ｍ／分以上の速度など高い速度でスクリーンローラが
回転する印刷プロセス中には、すべてのインクが付着するわけではなく、回転ローラによ
ってインクが一周分運ばれる。このインクは、密封ドクターブレードの外側で収集される
傾向を持つ。一般的に０．３ｍｍの厚さで使用されるドクターブレードは、インクを再び
室まで運ぶのに充分なほどの可撓性を備えていない。
【０００６】
　そのため、曲線に変形されるように約０．１０ｍｍの厚さの薄い密封ドクターブレード
を使用することが試みられており、その場合に、ドクターブレードのエッジは回転ローラ
の接線と狭い角度で接触するか、この接線と平行に配置されることもある。この問題は、
曲線状密封ドクターブレードも示されている特許文献３に記されている。
【０００７】
　密封ドクターブレードのこのような変形は、図２に示されているように直線状エッジ９
を有する場合に密封ドクターブレードが上記のパッキン４ともはや接触しないことを意味
する。
【０００８】
　この短所を回避するため、市販の製品では、図３ａおよび３ｂに示されているような別
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の形状にパッキン４が変形され、レール７を備える中央部に連続して、中央部１０の各端
部には第１直線状エラストマリップ９と第２曲線状エラストマリップ９’とが設けられて
いる。第２リップ９’は中央部１０に向かって曲線状で、移行ポイント１５において、密
封ドクターブレードと回転ローラとの接線方向接触を助けるため、スクリーンローラに対
して接線方向を持つ。リップ９’の曲率は、密封ドクターブレードがホルダから離れる外
側エッジ１１から中央部１０の方向へ増加する。補助線１２を参照すると、リップ９’の
第１半分１３よりもリップ９’の第２半分１４の方で曲率が大きくなるように曲率が実際
に変化していることが分かる。他の先行技術に対するこの改良にも関わらず、密封ドクタ
ーブレードの間に連続的で正確な密封を設けることが可能ではなかった。
【０００９】
　先行技術による印刷ローラの他の説明では、回転ローラとほぼ接線方向に接触する曲線
状経路を持つ密封であることも指摘されている。特許文献４などを参照すること。
【００１０】
　しかし先行技術では、観察される漏出が回避されるように上述の市販パッキンを設計す
ることに関する解決法が開示または指摘されていない。概して、最適形状を持つには密封
ドクターブレードがどのようなラインを描くかについての説明が見られない。そのため、
これに関するさらなる改良の必要性が存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】欧州特許第４０１　２５０号明細書
【特許文献２】米国意匠特許第４８８，５０３号明細書
【特許文献３】日本公開特許第２０００　１１７９４２号明細書（Ｏｔｓｕｋａ　Ｎｏｒ
ｉｈｉｒｏ）
【特許文献４】日本公開特許第２００３　０８０６７４号明細書（Ｋｕｄｏ　Ｙｏｓｈｉ
ｈｉｋｏ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　回転ローラと、可能な限り最良のパッキンとの密封を保証するコースを密封ドクターブ
レードが有するドクターブレード室とを備える印刷ユニットを提供することが、本発明の
目的である。さらに、密封ドクターブレードと室との間にパッキンを設けて、密封ドクタ
ーブレードと相互作用を行う室が可能な限り最良の密封を目的として設計されることが目
的である。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　この目的は、回転ローラと、接触エリアにおいて回転ローラの表面との接触状態にある
密封ドクターブレードを備えるインク室とを有する後述の印刷ユニットによって達成され
る。密封ドクターブレードはホルダに固定されて、ホルダと接触エリアとの間で曲線状に
弾性変形され、この変形曲線は、回転ローラとの接触エリアよりもホルダの方で大きい曲
率を有する。例えば曲線は、ホルダに隣接する第１半分と、第１半分よりも曲率が大きな
回転ローラと隣接する第２半分とを有する。
【００１４】
　曲線の曲率はホルダから接触エリアまで、増加することなく減少する、好ましくは均一
に減少するように、導入部で説明された図３のパッキンの曲率が調整されると、さらに良
好な密封が達成されると思われる。この問題を集中的に検討したところ、導入部で説明さ
れた図３のパッキンの密封ドクターブレードがパッキンの曲率に追従しなくなる程度まで
強制変形されることが明らかとなった。しかし、曲率が直線状またはほぼ直線状に減少す
る場合には特に、ホルダから減少するような曲率形状によれば、はるかに良好な方法で密
封ドクターブレードがパッキンの曲率に合わせて調整される。
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【００１５】
　このようにして、インク室の全長にわたって均一な曲線形状を密封ドクターブレードが
確実に有する。さらに、新規の調整パッキンによりこの形状が維持される。
【００１６】
　一般的に、接触エリアにおける回転ローラの接線に対して鋭角、例えば３０度で配置さ
れたホルダに密封ドクターブレードが固定される。この角度は、好ましくは５と５０度の
間、好ましくは１５と４０度の間、最も好ましくは２０と３５度の間である。密封ドクタ
ーブレードはホルダから回転ローラへ曲線状であって、ここで０と１０度の間、好ましく
は０と５度の間などの非常に小さな角度で、実際にはほぼ接線方向に回転ローラとの接触
状態にある。こうして、回転ローラ、例えばスクリーンローラにおけるインク残留物が密
封ドクターブレードを越えて回転してインク室に再び入る。こうして、回転中に密封ドク
ターブレードがインクを削り取って室へ戻らないようにするブレード阻止作用が回避され
る。
【００１７】
　回転ローラにおいて密封ドクターブレードが接線方向または略接線方向のコースを持つ
という長所、すなわち１２０ｍ／分以上を意味する比較的高速で回転することにより、回
転ローラと密封ドクターブレードとの間にインク膜が形成されて密封ドクターブレードが
実際には回転ローラと接触しないという事実が観察されている。この現象は、ハイドロプ
レーニングと類似している。これは、密封ドクターブレードと回転ローラとの間の摩擦が
非常にわずかで、磨耗をかなり軽減することを意味する。インク膜の形成によって密封ド
クターブレードと回転ローラとの間に直接的な接触が設けられないにも関わらず、「接触
エリア」という表現が用いられ、密封ドクターブレードと回転ローラとの間の間隙が最小
であるエリアとして理解されるべきである。
【００１８】
　ホルダのドクターブレードが接線に対してかなりの角度、例えば３０°に配置される場
合には、ドクターブレードが比較的容易に撓曲しなければならない。一般的に使用される
タイプの鋼により、この場合の厚さは０．０４ｍｍと０．１５ｍｍの間であることが好ま
しく、ホルダから接触エリアまで２５ｍｍと５０ｍｍの間の距離にわたって曲線を描いて
いる。
【００１９】
　０．３ｍｍの厚さを持つ先行技術のドクターブレードにより、３０ｍｍにわたって３０
°の屈曲を得ることは実際的には可能でない。このような屈曲を与えるのに必要な回転ロ
ーラからの力は、ローラの表面を傷付け、ドクターブレードが破損する危険がある。その
ため、１０ｍｍを超える材料厚さのドクターブレードを使用することにより、ホルダの角
度が３０°未満、好ましくは２０°未満であることが好ましい。そしてドクターブレード
の厚さが０．１５ｍｍ以上である場合には、ホルダの角度が１５°未満であることが好ま
しい。
【００２０】
　実用的な実施形態において、密封ドクターブレードのホルダは、インク室に設けられた
レール機構である。曲線状密封ドクターブレードと室の底面との間を密封するため、パッ
キンが使用される。この時、パッキンは、回転ローラと接触するための曲線状中央部と、
ホルダから接触エリアまで密封ドクターブレードを支持するための中央パッキンと連続し
たリップとを有する。リップは、上記のように密封ドクターブレードの曲率に追従する曲
線を持つように設計されている。
【００２１】
　例えば、密封ドクターブレードは、ホルダと隣接する第１半分と、中央部と連続する第
２半分とを備える曲線を有し、曲率は第１半分において最大である。この時、回転ローラ
との接触エリアよりもホルダの方で曲率が大きい。中央部から離間する方向に増加する曲
率を持つ曲線を備えるようにリップを設計することで、曲率が減少する従来のパッキンよ
りも良好な密封が達成される。曲率は、中央部から均一に、例えば直線状またはほぼ直線
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状に増加することが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
　図面を参照して、本発明をさらに詳細に説明する。
【図１】ＥＰ　４１０　２５０からの先行技術によるドクターブレード室を示す。
【図２】ＵＳ　Ｄ　４８８，５０３からの先行技術によるパッキンを示す。
【図３】市販のパッキンをａ）斜視図およびｂ）側面図で示す。
【図４】本発明による印刷ユニットの概略図を示す。
【図５】密封ドクターブレードと接線との間の角度を拡大斜視図で示す。
【図６】本発明によるパッキンをａ）斜視図およびｂ）側面図で示す。
【図７】屈曲状態で考えられるドクターブレードのコースを示す。
【図８】厚さ０．１ｍｍのドクターブレードの好ましい曲線状の変形を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１，２，３は、導入部で説明された先行技術によるドクターブレード室およびパッキ
ンを示す。
【００２４】
　図４は、本発明による印刷ユニットを示す。印刷ユニットは、回転ローラ１８、好まし
くは、回転により回転ローラ１８に吸収されるインクを空洞１９に収容するドクターブレ
ード室３との接触状態で、図によれば時計方向に回転するスクリーンローラを含む。
【００２５】
　レール機構１７により室３に固定された能動的ドクターブレード１は、回転ローラ１８
から余分なインクを削り取る。このインクは、完成プリントが紙に転写される前に別のロ
ーラ２０に転写される。能動的ドクターブレード１は、接触ポイント２４において接線２
３と角度ｖでホルダ１７［１６］に固定されている。この角度ｖは一般的に３０～３５°
である。
【００２６】
　他のローラ２０に転写されなかったインクは、密封ドクターブレード２と回転ローラ１
８との間の空洞２１に運ばれる。接触エリア２２の密封ドクターブレード２は回転ローラ
１８に対して接線方向またはほぼ接線方向であるので、余分なインクがドクターブレード
室３の空洞１９に容易に引き込まれる。こうして密封ドクターブレード２と回転ローラ１
８との間に膜が形成されて、摩擦を軽減するとともに、密封ドクターブレード２ばかりで
なく回転ローラ１８での密封による磨耗を減少させる。
【００２７】
　密封ドクターブレード２と回転ローラ１８との間の接線方向の接触は、密封ドクターブ
レード２の弾性変形によって達成される。接触エリア２２よりもホルダ１６の方で大きい
曲率で、密封ドクターブレード２がホルダ６から曲線を描く。補助線１２は、ホルダ１６
と接触エリアとの間の密封ドクターブレード２の長さを二つの部分に分割し、第１半分１
３’の曲率は第２半分１４’のものよりも大きいことが図から理解できる。
【００２８】
　図５には、密封ドクターブレード２の接触エリア２２における接線２５とホルダ１６と
の間の角度ｗが図示されている。例示のため、図の角度ｗは、現実の一般値よりも大きく
なっている。この鋭角は原則として５と５０度の間の値を取るが、一般的には２０と３５
度の間であろう。密封ドクターブレードの弾性定数および厚さの値により、過剰圧力ゆえ
に回転ローラに損傷を与えることなくどれほど変形が可能であるかが制限されるので、撓
曲はこの弾性定数および厚さに左右される。ドクターブレードが厚くなると、薄いドクタ
ーブレードの場合よりも角度が小さくなる。回転ローラに対する密封ドクターブレードの
圧力は、密封ドクターブレードと回転ローラとの間にインク膜が形成可能である条件に合
わせて調整される。この膜は、密封ドクターブレードの長さに沿って数ミリメートル延在
し、回転ローラに沿った直線状接触エリアというよりは拡張接触エリアのようなものであ
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る。
【００２９】
　図６ａは、ドクターブレード室と回転ローラ１８の一部とを示し、円内の詳細Ａが図６
ｂに拡大図で再度示されている。所与の屈曲により、密封ドクターブレード２のエッジ２
６は回転ローラと直線上で接する。しかし作業中に、密封ドクターブレード２と回転ロー
ラ１８との間を通過することで室３に運ばれたインクにより、密封ドクターブレードが回
転ローラから持ち上げられる。そのため、直線状接触エリア２２は作業中に、数ミリメー
トルにわたって延在する接触エリアに変化する。インク膜とのこの接触エリアが密封ドク
ターブレード２のエッジ２６に位置するように、一般的に密封ドクターブレードが回転ロ
ーラに対して調節される。しかし、摩擦により減少するインク膜が作業中に密封ドクター
ブレードと回転ローラとの間に形成される限り、密封ドクターブレードと回転ローラとの
間の接触ラインが密封ドクターブレード２のエッジ２６にあるか、または密封ドクターブ
レード内のある距離にあるか、つまり密封ドクターブレードが理論的接触ラインを越えて
いるかどうかについて大きな相違はないと思われるので、この調節は厳密には必要でない
。
【００３０】
　図面において、接触エリア２２における接線２５と密封ドクターブレード２との間の角
度は、ゼロ度より大きい。インクが容易に密封ドクターブレード２を通過して室３へ戻る
ように、この角度は一般的に０と５度の間に維持される。
【００３１】
　図７は、図４のような室に用いるパッキンの概略図である。図７ａは側面図であるのに
対して図７ｂは斜視図でパッキンを示す。パッキン４は、回転ローラと当接するためのレ
ール７を備える中央部１０が設けられた弾性ソケット２６を有する。レールは、回転ロー
ラへの加圧状態でローラの曲率に対応する曲率を有する。パッキンが回転ローラに押圧さ
れて若干変形した時に回転ローラの曲率に追従するように、レールは調整されている。こ
の圧力によってパッキンは一般的に二分の一ミリメートル圧縮され、そのため、パッキン
が回転ローラに押圧される時に回転ローラと全く同じ曲率が必ずしもレールに設けられる
わけではない。
【００３２】
　中央部１０の各端部から延出するように、第１直線状エラストマリップ９と第２曲線状
エラストマリップ９”とが設けられている。第２リップ９”は中央部１０に向かって曲線
を描き、回転ローラに対する密封ドクターブレードの接線方向接触を助けるため、移行ポ
イント１５では回転ローラに対して接線方向を有する。リップ９”の曲率は中央部１０か
ら外側エッジ１１に向かって増加し、ここで密封ドクターブレードはホルダと離れる。補
助線１２を参照すると、リップ９’の第２半分１４よりもリップ９’の第１半分１３の方
で曲率が大きくなるように曲率が実際に変化していることが分かる。このコースは、密封
ドクターブレードに対して先行技術システムよりもはるかに良好な密封を保証する。
【００３３】
　密封ドクターブレードは、繊維補強材などを含むポリマーで製作される。しかし多くの
場合、ドクターブレード鋼が使用される。ドクターブレード鋼は一般的に、コイルに巻か
れた長いウェブ状で、一般的に３５または５０ｍｍの幅を持つものとして設けられる。ド
クターブレード鋼は弾性ナイフ鋼で製作され、非装填時には平坦である。このような５０
ｍｍ幅のドクターブレード鋼が、最初の１５ｍｍだけホルダに押し込まれ、図１にも示さ
れているようにレールがドクターブレード鋼を室に押圧する。こうして、ドクターブレー
ド鋼の自由エッジが回転ローラ１８に押圧される時、ホルダの外側に突出している３５ｍ
ｍは曲線状である。密封ドクターブレード２の自由エッジは、接触エリアでの接線と好ま
しくは５度未満、最も好ましくは２度未満の角度で、接線方向または略接線方向において
回転ローラ１８に追従することが好ましい。次に、回転ローラと密封ドクターブレードの
エッジエリアとの間には、密封ドクターブレードのエッジから数ミリメートル、一般的に
は２と５ｍｍの間に延在するインク膜が形成される。
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【００３４】
　図８は、０．１ｍｍの厚さのドクターブレードについて好適な曲線を示す。横座標はホ
ルダからのドクターブレードの距離を指し、縦座標は７ｍｍのエッジの撓曲および曲線の
好適なコースを指す。曲線は実質的には、ｕ（ｘ）＝ｋ1－ｋ2ｘ＋ｋ3ｘ

3のようなライン
を描く。定数については、ドクターブレードのエッジへの回転ローラからの力、材料の弾
性定数、および慣性モーメントで一部が形成される。示された曲線のコースでは、曲線関
数の二次導関数である曲率は、ホルダからの距離により直線状に減少する。
【００３５】
　図の曲線は、ドクターブレードのホルダから距離Ｌ＝３０ｍｍにおける２３．４Ｎの力
の作用による０．１ｍｍ厚さのドクターブレードの７ｍｍ撓曲によって、理論的に計算さ
れる。ドクターブレードのホルダから距離ｘにおける曲線のコースは、ｕ（ｘ）＝－Ｋ*
［（Ｌ－ｘ）／Ｌ－（Ｌ－ｘ）3／３Ｌ3］に近づく。こうするとＫ＝Ｐ*Ｉ2／２Ｅによっ
てＫが求められ、Ｐは力、Ｉは慣性モーメント、Ｅは弾性係数であって、鋼の場合には一
般的に２１００００／ｍｍ2である。
【００３６】
　鋼の厚さへの依存は、ドクターブレードのエッジと回転ローラとの間の力に関して大き
い。例えば同じ条件において、上記の２３．４Ｎの力は、厚さを２倍にして０．２ｍｍと
することによって９０Ｎに、０．３ｍの厚さでは３００Ｎを越える許容不能なほど大きな
力に変化する。
【符号の説明】
【００３７】
　１…ドクターブレード、２…密封ドクターブレード、３…室、３Ａ…室底面、４…パッ
キン、７…レール、９…第１直線状エラストマリップ、９”…第２曲線状湾曲エラストマ
リップ、１０…曲線状中央部、１１…外側エッジ、１２，１２’…補助線、１３，１３’
…第１半分、１４，１４’…第２半分、１５…移行ポイント、１６…ホルダ、１７…レー
ル機構、１８…回転ローラ、１９…空洞、２０…別のローラ、２１…空洞、２２…接触エ
リア、２３…接線、２４…接触ポイント、２５…接線、２６…密封ドクターブレードのエ
ッジ／弾性ソケット、ｖ…角度、ｗ…鋭角。
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